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欠測インディケータが観測されない状況においても、継続時間データから本来のパラメータの値を推定で
きる方法を提案している。なお、中間欠測では欠測インディケータが観測されないため、欠測インディケ
ータを潜在変数として扱う必要があるが、第 4 章で利用した準ベイズ法において、潜在変数を含めた方法
はこれまで提案されていない。そこで、本章では準ベイズ法において尤度関数と一般化モーメント法 
(GMM) の目的関数を分離し、潜在変数が利用可能な新しい準ベイズ法を提案している。こうすることで、
潜在変数を含む場合でもマクロ情報を補助的に活用するData Combinationアプローチを準ベイズ法の枠
組みで扱うことが容易になる。そして、本論文では競合他社における購買が記録されていない状況を実デ
ータ（SCI データ）を元に再現して提案手法を適用することで、既存手法では価格の効果が正しく推定さ
れないが、提案手法では正しく推定されることを示した。 
 
2． 論文の評価 
近年、政府統計や家計調査などの結果の一部公開やオーダーメイド集計なども利用可能になってきてお
り、マクロ情報は今後利用しやすくなると考えられる。このような研究環境の変化を踏まえると、本論文
が提案する準ベイズ法によるData Combinationアプローチは、経済学のみならず、マーケティング、医
学などにおける個票データを利用した実証分析を選択バイアスを除外した形で実施するための重要なツー
ルの一つとなるであろう。また、欠測インディケータが観測されない統計モデルを扱うという意味では、
本論文を統計科学、特に欠測データ解析の分野においての非常に重要な貢献とも見なせる。なお第 3 章と
第 4 章の元となった研究成果は、それぞれ独立した査読付き論文としてオペレーションズ・リサーチと計
算機統計学の学術雑誌において公刊済みである。この事実からも本論文の研究水準の高さを窺い知ること
ができよう。 
しかしながら、本論文は統計的分析手法の研究に主眼を置いているため、消費者行動の理論に関する諸
モデルとの融合や構造推定的な発想への展開が今後の重要な課題であるという指摘が一部の審査委員から
出された。加えて、モデルの一部にパラメトリックな仮定を置いていることから、他のモデルとの比較の
ための指標や情報量規準の適用についての議論が望まれるという声も審査委員の中にはあった。 
但し、上記の指摘された課題は本論文の学術的な価値や貢献を損なうものではなく、ここで提案された
諸手法が幅広く利用されるための今後の研究課題と言える。 
以上の所見から、本論文は計量経済学、統計学とそのマーケティングへの応用という点において新規性
のある研究であり、審査委員会は全員一致で本論文が博士（経済学）の学位を授与するにふさわしいと判
断した。 
 
